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第3回 肝付町議会定例会（９月２日～９月25日）
発議第１号
●�人口減少が進む地方部及び小規模自治体における水道事業の持続可能性の確保並び

に上下水道インフラの老朽化対策等に対する抜本的な支援を求める意見書について
　産業・福祉委員会へ付託

発議第 2 号
●�ふるさと納税制度の抜本的な見直しを求める意見書について
　総務・文教委員会へ付託

●�令和 7 年度健全化判断比率及び資金不足比率について
〔健全化判断比率〕	 （単位：%）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
－ － 7.4 －

（14.30） （19.30） （25.0） （350.0）
【備考】　１　実質赤字比率及び連結実質赤字比率がないため、「－」を記載した。
　　　　２　早期健全化基準を括弧内に記載した。

報告第 4 号

〔資金不足比率〕
会　計　名 資金不足比率

上水道事業特別会計 －
病院事業特別会計 －

【備考】　１　資金不足比率がないため、「－」を記載した。
　　　　２　経営健全化基準は 2.0％である。

令和７年度健全化判断比率及び資金不足比率について【監査委員意見書より抜粋】
　特段の指摘事項はなく、剰余金の縮小傾向は見受けられるものの、各指標は早期健全化基準を大幅に下回っており、
現段階では健全な財政運営が維持されている。今後とも堅実な財政基盤を守り、中長期的な観点から収支均衡や健全
な財政構造の維持に努め、計画的かつ安定的な財政運営の推進を期待する。

諮問第１号
●�人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて　
　（任命期間：令和 9 年 1 月 1日から令和 11 年 12 月 31日まで）
　⃝茶圓 亮一 氏

答申

同意第19号・同意第20号・同意第21号
●�固定資産評価審査委員会委員の任命について
　（任命期間：令和 8 年 10 月 1日から令和 11 年 9 月 30 日まで）
　⃝宇都 洋 氏・福永 正美 氏・福岡 大祐 氏

同意

同意第22号
●�教育委員会委員の任命について
　（任命期間：令和 8 年 10 月 1日から令和 12 年 9 月 30 日まで）
　⃝山下 正博 氏

同意
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認定第１号～認定第 7 号
●�令和 7 年度肝付町一般会計歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町水道事業会計決算認定について
●�令和 7 年度肝付町立病院事業会計決算認定について
　決算審査特別委員会へ付託

肝付町犯罪被害者等支援条例の制定について
議案第38号

可決

肝付町監査委員条例等の一部改正について　
議案第39号

可決

肝付町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正する条例について

議案第40号

可決

肝付町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条
例の一部を改正する条例について

議案第41号

可決

肝付町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条
例について　

議案第42号

可決

電柱破損に関する和解について
議案第44号

可決

住民課管理プレハブ倉庫破損に関する和解について
議案第45号

可決

肝付町定住促進住宅設置及び管理条例の一部を改正
する条例について

議案第43号

可決
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6,125万円を追加し、総額を20億7,577万円とする。
令和 8年度 肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定補正予算 第 2 号

議案第49号

677万円を追加し、総額を3億4,114万円とする。
令和 8年度 肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定補正予算 第 1 号

議案第50号

1億6,306万円を追加し、総額を28億3,691万円とする。
令和 8年度 肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定補正予算 第 1 号

議案第51号

500万円を追加し、総額を1,752万円とする。
令和 8年度 肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定補正予算 第 1 号

議案第52号

建設課公用車（２ｔダンプトラック）の取得について
議案第46号

可決

消防ポンプ積載車の取得について
議案第47号

可決

3億1,997万円を追加し総額を108億4,404万円とする。
令和 8年度 肝付町一般会計補正予算 第３号議案第48号

総務費

教育費

農林水産業費

公債費

1億9,852万円

4,267万円

1,810万円

2,048万円

主なもの

・財政調整基金積立金…………1億 8,298万円他

・進学等準備支援給付金……………1,427万円他

・農業用施設修繕費……………………633万円他

・利子償還金

（歳入歳出それぞれに）
可決

可決

可決

可決

可決
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◎ 総務・文教委員会
　継続審査：⑴　発議第 2 号 ふるさと納税制度の抜本的な見直しを求める意見書について
◎ 産業・福祉委員会
　継続審査：⑴�　発議第 1 号　人口減少が進む地方部及び小規模自治体における水道事

業の持続可能性の確保並びに上下水道インフラの老朽化対策等に対する
抜本的な支援を求める意見書について

　　　　　　⑵　�請願について（旧コスモピア内之浦跡地における公設温浴施設の早期
建設を求める請願書

　　　　　　⑶　圃場における外来植物（オオバナミズキンバイ）の調査について
◎ 議会広報委員会
　継続調査：⑴　議会広報誌作成に関する調査
◎ 議会運営委員会
　継続調査：⑴　定例会・臨時会の会議日程及び議会の運営に関する事項について
　　　　　　⑵　議会報告会等の開催について
　　　　　　⑶�　一般質問者の周知方法に関する事項について

各委員会の閉会中の継続審査・継続調査の件

認定第１号～認定第 7 号
●�令和 7 年度肝付町一般会計歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定歳入歳出決算認定について
●�令和 7 年度肝付町水道事業会計決算認定について
●�令和 7 年度肝付町立病院事業会計決算認定について 認定

●�非核三原則の堅持を求める意見書について
発委第３号

可決

●�令和 7 年度肝付町一般会計歳入歳出決算認定に関する附帯決議
発委第 4 号

可決

●�令和 7 年度肝付町立病院事業会計決算認定に関する附帯決議
発委第 5 号

可決

採択●�非核三原則の堅持を求める意見書提出を求める陳情書について
陳情第 6 号

●�公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保
を求める陳情について

陳情第 3 号

不採択※詳細についてはP19をご覧ください。
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※賛否の表示は、○：賛成、×：反対となっています。
※議長には、表決権がありません。
※各議案（案件名）の「～について」は、省略しています。

議案に対する可否状況
　令和８年第３回定例会（令和８年９月２日～９月 25 日）

議案番号 案件名
賛否の意思表示

議決月日 議決結果原
口
清
水
中
村
小
玉
前
原
進
藤
𠮷
原
前
田柳益

山
木
村
有
留

諮問第１号 人権擁護委員の推薦に付き意見を求める事 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可
同意第 19 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 同　　意
同意第 20 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 同　　意
同意第 21 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 同　　意
同意第 22 号 教育委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 同　　意
議案第 38 号 肝付町犯罪被害者等支援条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 39 号 肝付町監査委員条例等の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 40 号 肝付町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 41 号 肝付町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 42 号 肝付町子ども・子育て会議条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 43 号 肝付町定住促進住宅設置及び管理条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 44 号 電柱破損に関する和解 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 45 号 住民課管理プレハブ倉庫破損に関する和解 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 46 号 建設課公用車（２ｔダンプトラック）の取得 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 47 号 消防ポンプ積載車の取得 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 48 号 令和８年度肝付町一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 49 号 令和８年度肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 50 号 令和８年度肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 51 号 令和８年度肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
議案第 52 号 令和８年度肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.2 可　　決
陳情第３号 公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保を求める陳情 × × × × × × × × × × × － R8.9.25 不　採　択
陳情第６号 非核三原則の堅持を求める意見書提出を求める陳情書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 認　　定
発委第３号 非核三原則の堅持を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 可　　決
認定第１号 令和７年度肝付町一般会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 認　　定
認定第２号 令和７年度肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 認　　定
認定第３号 令和７年度肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 認　　定
認定第４号 令和７年度肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 認　　定
認定第５号 令和７年度肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 認　　定
認定第６号 令和７年度肝付町水道事業会計決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 認　　定
認定第７号 令和７年度肝付町立病院事業会計決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 認　　定
発委第４号 令和７年度肝付町一般会計歳入歳出決算認定に関する附帯決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 可　　決
発委第５号 令和７年度肝付町立病院事業会計決算認定に関する附帯決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － R8.9.25 可　　決

審
議
内
容
・
議
案
に
対
す
る
可
否
状
況

令和８年 第 2 回定例会後と第 3 回定例会中における定例会・委員会等の出欠状況
日　　付 会議名

出欠状況
原
口

清
水

中
村

小
玉

前
原

進
藤

𠮷
原

前
田 柳 益

山
木
村

有
留

令和8年6月29日 議会広報委員会 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー 〇 ー
令和8年 7月 13日 産業福祉委員会 ー 〇 ー ー 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー 〇
令和8年 7月 13日 議会広報委員会 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー 〇 ー
令和8年 7月 14日 総務文教委員会 〇 ー 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー ー 〇 ー
令和8年 8月　6日 総務文教委員会 〇 ー 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー ー 〇 ー
令和8年 8月 18日 産業福祉委員会 ー 〇 ー ー 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー 〇
令和8年 8月 18日 総務文教委員会 〇 ー 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー ー 〇 ー
令和8年8月27日 議会運営委員会 〇 〇 ー ー 〇 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー
令和8年8月28日 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和8年9月　2日 定例会（初日：議案審議） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和8年 9月　2日 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和8年 9月　2日 決算審査特別委員会 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
令和8年9月　3日 決算審査特別委員会 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
令和8年 9月　4日 決算審査特別委員会 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
令和8年 9月　7日 決算審査特別委員会 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
令和8年9月　8日 決算審査特別委員会 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
令和8年 9月 11日 産業福祉委員会 ー 〇 ー ー 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー 〇
令和8年 9月 11日 総務文教委員会 〇 ー 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー ー 〇 ー
令和8年 9月 16日 議会運営委員会 〇 〇 ー ー 〇 〇 〇 ー ー 〇 〇 ー
令和8年 9月 17日 定例会（中日：一般質問） 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇
令和8年 9月 17日 決算審査特別委員会 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー
令和8年 9月 18日 定例会（中日：一般質問） ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇
令和8年 9月 18日 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和8年 9月 18日 議会広報委員会 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー ー ー 〇 ー
令和8年 9月 25日 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和8年 9月 25日 定例会（最終日：議案審議など） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和8年 9月 25日 傍聴者との意見交換会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◆委員会構成（太字：委員長）
　⃝総務・文教委員会：𠮷原・小玉・原口・中村・前田・木村（6名）	 ⃝産業・福祉委員会：進藤・益山・清水・前原・柳・有留（6名）
　⃝議会広報委員会：前原・清水・原口・中村・小玉・木村（6名）	 ⃝議会運営委員会：益山・清水・原口・前原・進藤・𠮷原・木村（7名）
※「−」は所属外
※「◎」は一般質問者
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88 人が問う人が問う

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めること。
　掲載内容・写真等については、それぞれの質問者の責任においてまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

☆YouTube『肝付町議会』第３回定例会　中日①～④でご視聴できます。
※�二次元コードから各議員の一般質問の動画を閲覧できます。

清
し

水
みず

　幸
こう

祐
すけ

 議員

・保育料無償化と在宅育児支援について
・水道料金改定と国への要望について
・オーガニックビレッジについて

P.11

益
ます

山
やま

　二
じ

郎
ろう

 議員

・空き家バンクの現状と改善策について
・家屋解体後、税の特例制度を据え置きに

P.12

中
なか

村
むら

　かよ 議員

・歴史民俗資料館の施設整備について
・�旧川上中学校の木造校舎の維持管理と活用について

P. ９

原
はら

口
ぐち

　泉
いずみ

 議員

・�長距離通学生の通学バスの配置について
・�消費税軽減における減収分の自治体への依頼について
・�人口増加の著しい富山地区の開発について

P.13

進
しん

藤
どう

　鈴
すず

子
こ

議員

・�「避難要支援者」の避難支援対策について
・国見校区の通学路の危険性の認識について

P. ８

𠮷
よし

原
はら

　光
ひかる

 議員

・�旧コスモピア内之浦跡地における民間
事業者公募「応募ゼロ」の総括について

P.10

小
こ

玉
だま

　秀
ひで

行
ゆき

 議員

P.14

柳
やなぎ

　一
かず

夫
お

  議員

・在り方検討委員会を早くに設置すべき
・畑かん事業の農道整備が待たれるが

P.15
・町の「新 10年計画」への町民の参加
・激甚化する自然災害への防災力の強化
・再生可能エネルギーによる地域活性化
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▲鳥越から後田山下に下る通学路

◎�

災
害
時
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
避
難
対
策
に
つ
い
て

◎�
国
見
校
区
の
通
学
路
の
危
険
性

の
認
識
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

答
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

は
、
役
場
職
員
が
直
接
訪

問
し
て
、
作
成
の
補
助
や
聞
き
取

り
を
行
う
な
ど
全
庁
的
な
体
制
で

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

問
行
政
か
ら
の
周
知
不
足
に

よ
り
、
避
難
の
相
談
先
や

移
動
手
段
の
な
い
高
齢
者
が
孤
立

し
て
い
る
の
が
現
状
な
の
で
は
。

答
個
別
避
難
計
画
に
よ
り
、

災
害
避
難
支
援
体
制
を
整

備
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
実

効
性
の
高
い
避
難
支
援
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

進藤 鈴子 議員・誰一人取り残さない避難支援を。
・スクールバス運行で通学の安全確保を求める。

国
見
校
区
の
通
学
路
の
危
険
性
の
認
識
は

［
教
育
長
］
通
学
路
の
安
全
管
理
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る

問
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
と
「
個
別
避
難
計
画
」

は
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
肝
付
町
の
「
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
」「
個
別
避
難

計
画
」
は
同
意
申
請
書
に
よ
り

１
２
５
９
名
か
ら
『
同
意
』
を
得

て
い
る
。

問
『
同
意
』
に
至
ら
な
か
っ
た

人
の
背
景
に
は
、
理
解
や
整

理
が
困
難
で
放
置
さ
れ
て
い
る
可

能
性
が
高
く
、
実
際
に
は
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
う
。
行
政
は
「
こ
の
よ
う
な

支
援
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
配
信
に

留
ま
ら
ず
、
ア※

ウ
ト
リ
ー
チ
で
よ
り

添
っ
て
欲
し
い
と
考
え
る
が
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ

い
て
慎
重
に
検
討
す
る
と

の
こ
と
、い
つ
結
果
を
出
す
の
か
。

答
危
険
箇
所
の
見
直
し
と
し

て
、
11
月
頃
を
め
ど
に
通

学
路
の
点
検
を
行
う
。
対
策
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
肝
付
町

通
学
路
安
全
推
進
会
議
で
協
議

し
、合
同
点
検
を
行
う
。
そ
の
後
、

歩
道
整
備
、
通
学
支
援
の
対
応
が

必
要
と
判
断
し
た
ら
具
体
的
に
検

討
す
る
。

問
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
中
高
生
が
主
体
的
に

関
わ
り
司
会
進
行
ま
で
担
う
な
ど

地
域
の
つ
な
が
り
が
育
ま
れ
て
い

る
。「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
よ

る
町
の
手
厚
い
支
援
」
の
ア
ピ
ー

ル
で
若
い
世
帯
の
移
住
促
進
に
繋

げ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
の
考
え
は
。

答
地
域
と
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
行
事
に
取
り

組
む
こ
と
や
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
む
こ
と
も
大
変
価
値
あ
る
も

の
と
認
識
す
る
。
中
高
生
が
活
躍

す
る
行
事
も
含
め
、
移
住
相
談
等

を
通
じ
て
本
町
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
。

問
保
護
者
に
よ
る
登
下
校
の

送
迎
の
背
景
に
は
、
通
学

路
の
危
険
性
で
あ
る
。
歩
道
の
未

整
備
、
大
型
車
交
通
量
の
増
加
、

不
審
者
情
報
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
認
識
は
。

答
交
通
事
故
、
不
審
者
等
防
犯

の
リ
ス
ク
な
ど
、
児
童
生
徒

を
守
る
た
め
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

国
見
校
区
に
限
ら
ず
、
町
内
の
通
学

路
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

「
避
難
要
支
援
者
」
の

避
難
支
援
対
策
は

［
町
長
］�

振
興
会
長
や
民
生
委

員
、
消
防
団
等
と
連

携
し
避
難
確
認
す
る

※�

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
は
：
支
援
機
関
や
専

門
家
が
自
ら
地
域
や
対
象
者
の
も
と
へ

出
向
き
、
積
極
的
な
働
き
か
け
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
活
動
の
こ
と

一
般
質
問
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年度 樋清掃補修 サッシ取替設計委託 サッシ取替工事 樹木剪定 火災報知設備設置
H30 277,560円
H28 286,200円 486,000円
H24 840,000円 6,300,000円

る
。
ま
た
塚
崎
古
墳
群
や
国
天
然

記
念
物
「
塚
崎
の
ク
ス
」
な
ど
大

変
貴
重
な
歴
史
遺
産
に
隣
接
す
る

一
体
的
な
施
設
と
い
う
非
常
に
強

力
な
関
係
性
が
あ
る
。
本
年
度
立

ち
上
げ
ら
れ
た
「
公
共
施
設
等
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会
」
で
協

議
を
進
め
、
予
算
措
置
の
検
討
も

行
っ
て
い
く
と
前
向
き
な
回
答
を

得
た
。
未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
も
歴
史
・
文
化
の
継
承
に
向
け

建
物
の
改
修
と
整
備
を
速
や
か
に

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
願

う
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
、
昭
和
55
年
の
創
立
以

降
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま

で
耐
震
補
強
や
外
壁
・
屋
根
の
全

面
的
改
修
と
言
っ
た
大
規
模
改
修

工
事
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
」
と

回
答
あ
り
。
資
料
館
は
地
元
の
歴

史
文
化
財
を
保
存
す
る
建
物
と
し

て
の
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
特

に
子
供
た
ち
に
お
い
て
は
、
素
晴

ら
し
い
歴
史
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
、

大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

　

旧
川
上
中
学
校
の
木
造
校
舎

の
維
持
管
理
と
活
用
に
つ
い
て
、

２
０
１
２
年
の
休
校
以
降
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
維
持
管
理
を
し
て

き
た
か
の
質
問
に
対
し
、
防
犯
・

衛
生
・
保
全
の
管
理
の
継
続
と
老

朽
化
に
応
じ
た
補
修
が
行
わ
れ
て

き
た
と
回
答
あ
り
。
旧
川
上
中
学

校
は
昭
和
24
年
に
建
て
ら
れ
、
平

成
21
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
貴
重
な
木
造
校
舎

で
す
。
こ
の
17
年
間
、
建
物
に
関

し
て
は
サ
ッ
シ
取
替
え
と
雨
樋
清

掃
補
修
と
火
災
報
知
器
の
設
置
の

み
が
行
わ
れ
、
校
舎
の
中
は
当
時

の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
、
埃
ま
み
れ

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
内
側
か
ら
も

老
朽
化
が
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

建
物
が
朽
ち
て
か
ら
で
は
取
返
し

が
つ
き
ま
せ
ん
。
近
隣
に
は
「
や

ま
び
こ
館
」
か
ら
川
上
中
学
校
の

裏
を
通
り
、
川
上
神
社
に
抜
け
る

遊
歩
道
が
作
ら
れ
て
い
て
、
片
野

の
滝
や
、
岩
屋
の
滝
な
ど
が
癒
し

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
観
点
か
ら
歴
史
的
建
造

物
の
保
全
と
地
域
活
性
化
を
両
立

さ
せ
、
か
つ
て
子
供
た
ち
の
成
長

を
見
守
っ
た
校
舎
を
地
域
の
新
た

な
未
来
を
切
り
開
く
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

肝付町に生まれ、この地を愛した先人たちが築
いてきた歴史、それが歴史民俗資料館であり、
旧川上中学校である。それを守る責任について
問う。

歴
史
民
俗
資
料
館
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

旧
川
上
中
学
校
の
木
造
校
舎
の
維
持
管
理
と
活
用
に
つ
い
て

中村 かよ 議員

肝付町立歴史民俗資料館の修繕歴

▲旧川上中学校校舎

一
般
質
問

▲H28入口屋根撤去前

（※過去13年間の20万円以上の修繕）
年度 修繕および工事内容
R　7 2階展示室エアコン設置工事
R　5 事務室用空調機修繕
R　4 エントランス幕板台風修繕
H29 1階電動シャッター取替
H28 入口屋根撤去工事・自動ドア・2 階

シャッター修繕
H25 高圧受電設備更新

H24
館内内装修繕壁紙張替（事務室・展示室・
玄関ホール・階段・研修室）カーテン
等（1・2階カーテン・２階暗幕）

旧川上中学校の主な修繕等歴　（※平成24年度～現在までの修繕等歴）
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け
て
考
え
た
い
。
宿
泊
や
温
泉
に

つ
い
て
は
民
設
民
営
で
や
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

問
決
算
審
査
の
意
見
書
で
は
、

本
町
の
財
政
は
将
来
負
担

比
率
マ
イ
ナ
ス
35
・
2
％
と
「
実

質
的
に
将
来
負
担
が
な
い
健
全

な
状
態
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

温
泉
は
長
距
離
移
動
が
困
難
な

高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
な
福
祉
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
。
健
全
な
財
政
力

を
生
か
し
、
最
低
限
の
日
帰
り
温

泉
施
設
を
町
で
整
備
す
る
方
向
へ

舵
を
切
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
公
設
で
の
建
設
は
考
え
て

い
な
い
。

　

今
町
民
が
求
め
て
い
る
の

は
、
豪
華
な
ホ
テ
ル
な
ど
で
は

な
く
、
高
齢
者
が
集
え
る
身
の

丈
に
合
っ
た
最
低
限
の
お
風
呂

で
あ
る
。
三
千
三
百
筆
の
陳
情

書
や
今
議
会
提
出
の
請
願
書

が
、
何
よ
り
の
証
拠
で
は
な
い

か
。
莫
大
な
解
体
費
や
公
園
整

備
費
を
支
出
し
て
も
、
本
町
の

財
政
は
健
全
で
あ
る
と
い
う
結

果
が
出
て
い
る
。
お
金
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
町
長
が
内
之

浦
地
域
の
た
め
に
使
お
う
と
し

て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
営
利

企
業
を
呼
ぶ
た
め
の
条
件
緩
和

は
検
討
す
る
の
に
、
町
民
の
た

め
の
お
風
呂
の
決
断
か
ら
は
逃

げ
続
け
て
い
る
。『
町
長
が
相

手
に
し
て
い
る
の
は
ロ
ケ
ッ
ト

で
す
か
、
そ
れ
と
も
血
の
通
っ

た
町
民
で
す
か
。』
町
民
の
痛

み
を
放
置
し
、
命
と
暮
ら
し
よ

り
も
意
地
と
見
栄
を
優
先
す
る

冷
酷
な
姿
勢
は
、
絶
対
に
受
け

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
８
月
の
旧
コ
ス
モ
ピ
ア
内

之
浦
跡
地
の
公
募
結
果
は

「
応
募
ゼ
ロ
」。
民
間
企
業
が
自
前

で
施
設
を
建
て
採
算
を
取
る
の
は

非
常
に
厳
し
い
事
実
が
明
確
に

な
っ
た
。
こ
れ
以
上
不
確
実
な
民

間
を
待
ち
更
地
を
放
置
す
る
の

で
は
な
く
、
今
こ
そ
行
政
主
体
で

町
民
の
た
め
の
現
実
的
な
整
備
へ

軌
道
修
正
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

あ
く
ま
で
も
民
設
民
営
で

今
後
も
求
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

問
な
ぜ
民
設
民
営
に
こ
だ
わ

る
の
か
。
約
５
億
４
千
万

円
も
の
公
費
を
使
っ
て
解
体
し

た
も
の
の
、
新
設
事
業
者
は
現

れ
な
か
っ
た
。
多
額
の
投
資
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
行
政
が

責
任
を
持
っ
て
町
民
の
た
め
の

施
設
づ
く
り
を
決
断
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答
行
政
が
す
べ
き
こ
と
と
、

民
間
が
す
べ
き
こ
と
は
分

「引き受け手がなければ町で整備する！」過去の
約束を反故にし、町民が切望する最低限のお風
呂すら公設を拒否する町長に対し、三千三百の
願いを背負い、方針転換を強く迫る。

「
湯
の
谷
や
高
山
に
も
温
泉
は
あ
る
」
そ
の
真
意
は

［
町
長
］
他
地
区
に
行
け
と
は
言
っ
て
は
い
な
い

𠮷原 光 議員

▲ �草むらに風化する「町長」の名。民設民営に固執し、
放置された現場は町民の痛みを置き去りにしている

▲ �公費5.4億円で更地化も公募ゼロ。ロケット関係者の消費
も隣市へ流出し、放置された広大な敷地だけが残る

一
般
質
問
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目の前の暮らしの負担を軽減すると同時に、
地域の資源や特色を生かして、将来にわたり
安心して暮らせる肝付町をどうつくるかとい
う視点から質問しました。

清水 幸祐 議員

問
本
町
で
は
令
和
６
年
５
月
に

平
均
30
％
の
水
道
料
金
改
定

を
行
っ
た
が
、
経
営
戦
略
で
は
さ
ら

に
令
和
11
年
度
、
16
年
度
の
料
金
改

定
を
想
定
し
た
試
算
が
示
さ
れ
て
い

る
。
人
口
減
少
や
施
設
老
朽
化
に
よ

る
負
担
を
料
金
だ
け
で
解
決
す
る
の

で
は
な
く
、
国
庫
補
助
や
地
方
交
付

税
、
一
般
会
計
繰
出
制
度
な
ど
の
拡

充
を
国
に
求
め
、
町
民
負
担
の
抑
制

に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
村
会
や
日
本
水
道
協
会
を

通
じ
、
財
政
支
援
の
拡
充
や

補
助
要
件
の
見
直
し
、
施
設
更
新

へ
の
支
援
、
繰
出
制
度
の
拡
充
な

ど
を
要
望
し
て
い
る
。
今
後
も
要

望
を
継
続
し
、
必
要
な
際
は
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

問
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

は
、
農
林
水
産
省
が
進
め

る
、有
機
農
業
の
生
産
か
ら
加
工・

流
通
・
販
売
・
消
費
ま
で
を
地
域

ぐ
る
み
で
進
め
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
農
業
、
学
校
給
食
、
食
育
、

環
境
、
資
源
循
環
、
宇
宙
と
い
う

本
町
の
特
色
を
結
び
付
け
、
先
進

地
調
査
や
農
業
者
の
意
向
把
握
、

地
域
内
需
要
の
確
認
、
小
規
模
な

実
証
か
ら
始
め
、
将
来
的
に
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

答
先
行
自
治
体
を
調
査
し
、

農
業
者
の
意
向
や
地
域
内

需
要
を
把
握
す
る
。
学
校
給
食
へ

の
町
内
産
野
菜
の
試
行
的
活
用
も

検
討
す
る
。
専
門
家
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
実
証
を
進
め
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
国
の
支
援
制
度
も

活
用
し
な
が
ら
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
宣
言
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て

［
町
長
］
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
を
目
指
す

問
０
～
２
歳
児
の
保
育
料
無

償
化
は
、
本
町
で
も
平
成

29
年
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
課
題

で
あ
る
。
子
育
て
世
帯
の
継
続
的

な
負
担
軽
減
に
向
け
、
令
和
９
年

４
月
か
ら
無
償
化
を
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
保
育
所
等

を
利
用
す
る
家
庭
だ
け
で
な
く
、

家
庭
で
子
育
て
す
る
世
帯
も
支

え
、
子
育
て
の
選
択
を
尊
重
す
る

本
町
独
自
の
特
色
あ
る
支
援
と
し

て
、
在
宅
育
児
支
援
を
制
度
化
で

き
な
い
か
。

答
無
償
化
に
必
要
な
公
費
は

年
間
約
３
，
３
０
０
万
円

程
度
と
試
算
し
て
い
る
。
令
和
９

年
４
月
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、

制
度
内
容
を
早
急
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。
在
宅
育
児
支
援
に
つ
い

て
も
、
公
平
性
な
ど
を
踏
ま
え
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

保
育
料
無
償
化
と

在
宅
育
児
支
援

水
道
料
金
改
定
と

国
へ
の
要
望

［
町
長
］�

令
和
９
年
４
月

か
ら
の
実
施
を

検
討

［
町
長
］�

関
係
機
関
と
連
携
し

要
望
活
動
を
行
う

一
般
質
問

肝付町水道事業
経営戦略（概要版）

農林水産省
オーガニック
ビレッジ
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問
借
家
希
望
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。

答
意
向
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
賃
貸
物
件
の
掘
起
こ

し
を
検
討
し
た
い
。

問
バ
ン
ク
の
チ
ラ
シ
に
物
件
写

真
や
成
功
例
、
体
験
談
等
を

情
報
と
し
て
掲
載
す
べ
き
で
は
。

答
効
果
は
確
か
に
あ
る
と
思

う
。
検
討
し
た
い
。

問
振
興
会
長
か
ら
空
き
家
情

報
収
集
の
協
力
は
。

答
現
在
、
連
携
が
少
な
い
。

丁
寧
な
説
明
を
行
い
協
力

を
も
ら
う
努
力
を
行
い
た
い
。

問
空
き
家
に
対
し
税
務
課
や

水
道
課
等
と
情
報
の
共
有

化
を
す
べ
き
で
は
。

答
税
務
課
か
ら
は
得
て
い
る
が

水
道
課
と
は
し
て
い
な
い
。

問
庁
舎
内
で
情
報
の
共
有
化

を
図
る
べ
き
。
疑
問
点
だ

が
、
空
き
家
対
策
に
対
し
諸
会
議

は
建
設
課
、
実
行
対
応
は
企
画
調

整
課
で
あ
る
。
連
携
は
ど
う
か
。

答
対
策
に
つ
い
て
は
役
割
分

担
し
て
い
る
。

問
平
成
27
年
に
空
き
家
調
査

等
を
行
っ
て
い
る
が
再
調

査
の
必
要
性
は

答
現
在
、
予
定
は
な
い
。

問
空
き
家
バ
ン
ク
の
現
状
は
。

答
登
録
件
数
は
63
件
、
契
約

件
数
は
年
平
均
30
件
、
申

込
は
直
近
３
年
間
で
134
件
で
す
。

問
空
き
家
の
総
数
は
。

答
１
７
１
３
戸
で
す
。

問
賃
貸
物
件
が
少
な
い
が
、

原
因
は
。

答
修
繕
等
が
必
要
で
管
理
に

負
担
が
あ
る
事
と
他
人
に

貸
す
事
へ
の
抵
抗
感
が
あ
る
と
感

じ
ま
す
。

益山 二郎 議員
町内各地に利用可能な空き家や朽ち果てそうな家
屋が点在する。過去にも常任委員会や一般質問等
で議論されてきたが一向に減少しない。今回、新
たな提言も含め、方向性を示すべきと考える。

空
き
家
バ
ン
ク
の
現
状
と
改
善
策

［
町
長
］�

各
課
の
情
報
共
有
、
振
興
会
長
と
の
協
力

を
目
指
す

屋
解
体
後
、
一
定
期
間
特
例
を
据

え
置
き
す
る
事
で
前
向
き
に
進
む

の
で
は
な
い
か
。

答
提
言
の
趣
旨
は
理
解
す
る
。

関
係
機
関
と
協
議
し
た
い

と
思
う
。

問
私
の
調
査
で
は
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
。
解
体
に
対
し
て
き
っ
か

け
に
も
な
る
し
後
押
し
に
も
な

る
。
大
き
な
一
策
と
考
え
る
が
。

答
こ
の
提
言
に
は
そ
の
よ
う

な
効
果
も
考
え
ら
れ
る
。

同
時
に
解
体
費
補
助
も
考
え
な

が
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

問
倒
壊
寸
前
の
家
屋
が
目
に

つ
く
。
所
有
者
に
話
を
聞

く
と
解
体
し
た
ら
土
地
の
固
定
資

産
税
が
上
が
る
。
６
倍
に
な
る
か

ら
解
体
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
置
い
て

お
く
等
の
話
を
聞
い
た
。
こ
れ
は

建
築
時
の
特※

例
減
免
制
度
で
あ

り
、
元
に
戻
る
事
を
指
す
と
思
わ

れ
る
が
、
実
際
、
解
体
に
際
し
躊

躇
さ
れ
る
一
因
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
受
け
提
言
す
る
が
、
家

※�

住
宅
の
土
地
の
固
定
資
産
税
を
大
幅

軽
減
す
る
制
度

家
屋
解
体
後
、
税
の
特

例
制
度
を
据
え
置
き
に

［
町
長
］�

解
体
費
補
助
も

考
え
な
が
ら
検

討
し
た
い

▲移住サポートセンター（企画調整課内）

一
般
質
問

基本計画は建設課、実務は企画調
整課。統一したほうが良いのでは。
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な
が
ら
定
住
施
策
の
深
化
を
図
る
。

問
特
に
若
年
層
の
定
住
が
多

く
、
町
へ
の
貢
献
度
を
ど
う

捉
え
る
か
？

答
人
口
増
加
特
有
の
需
要
は
認

識
し
て
い
る
。
公
平
性
を
前

提
と
し
、
持
続
可
能
な
施
策
を
行
う
。

問
遠
距
離
通
学
問
題
も
、
定
住

者
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る

事
か
ら
、
通
学
問
題
の
再
検
討
は

で
き
な
い
か
。

答
子
育
て
世
代
の
定
住
に
お
い

て
、重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
い
く
。

問
Ｐ※

Ｐ
Ｐ
、
Ｐ※

Ｆ
Ｉ
を
活
用

し
た
新
た
な
施
策
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
の
か
？

答
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用

も
選
択
肢
の
１
つ
と
な
り

得
る
。
そ
の
手
法
も
含
め
て
、
支

援
・
協
力
を
行
っ
て
い
く
。

答
当
初
の
答
弁
通
り
、
学
校
、

保
護
者
、
皆
様
と
協
議
し

て
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

問
政
府
か
ら
の
負
担
要
請
は

な
い
の
か
？

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
情
報
提

供
は
な
い
。

問
子
育
て
世
代
や
年
金
受
給

者
、
困
窮
者
へ
の
対
策
を

検
討
し
、
国
へ
は
自
治
体
へ
の
負

担
は
、
住
民
の
負
担
で
あ
り
、
本

末
転
倒
と
訴
え
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
。

答
認
識
は
し
て
お
り
、
交
付

金
等
を
有
効
に
活
用
し
、

迅
速
か
つ
適
切
に
講
じ
て
い
く
。

◎�

長
距
離
通
学
生
の
通
学
バ
ス

の
配
置
に
つ
い
て

◎�

政
府
の
食
料
品
消
費
税
軽
減

に
お
け
る
、
減
収
分
の
自
治

体
へ
の
負
担
依
頼
に
つ
い
て

◎�

福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
回
答
が
あ
り
、
質
問
を

取
り
下
げ
ま
し
た
。

※�

Ｐ
Ｐ
Ｐ�

…
官
民
連
携
の
こ
と
。

　
　
　
　

�　
行
政
と
民
間
が
協
力
し
て

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
。

※�

Ｐ
Ｆ
Ｉ�

…
公
共
施
設
の
設
計
・
建
設
・

維
持
管
理
を
民
間
の
資
金
と

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て

行
う
手
法
。

問
富
山
地
区
で
は
８
㎞
以
上

の
通
学
生
が
い
る
。
改
善

の
余
地
は
な
い
か
を
問
う
。

答
保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か

ら
相
談
・
要
望
な
ど
の
提

出
が
あ
れ
ば
、
総
合
的
に
判
断
す

る
。問

送
迎
の
負
担
と
、
定
住
者

の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る

事
も
踏
ま
え
て
、
検
討
は
で
き
な

い
の
か
?

答
送
迎
は
ご
家
族
の
判
断
に

よ
る
と
考
え
る
が
、
全
体

的
に
は
十
分
理
解
し
て
い
る
。

問
送
迎
と
、
遠
距
離
の
負
担
、

安
心
安
全
、
文
科
省
の
策

定
な
ど
を
鑑
み
て
検
討
で
き
な
い

か
。

問
富
山
地
区
は
20
年
で
184
人
の

人
口
増
加
が
あ
る
。
町
へ
の

効
果
を
ど
う
考
え
る
か
？

答
地
方
交
付
税
の
他
、
自
主

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
認

識
し
、
本
質
的
な
意
義
を
検
討
し

地域発展の著しい富山地区において、民間企業
を利用した人口増加の施策を。また、長距離通
学生のスクールバスの配置について。食料品の
消費減税の今後の在り方について。

原口　泉 議員

一
般
質
問

長
距
離
通
学
生
の
安

全
安
心
を
問
う　

食
料
品
税
減
収
分
の

地
方
へ
の
負
担
は

人
口
増
加
の
著
し
い
富
山

地
区
の
開
発
に
つ
い
て
問
う

故
障
し
た
福
祉
バ
ス

の
対
策
を
問
う

［
町
長
］�

配
置
は
有
効
で

は
あ
る
が
総
合

的
に
判
断
す
る

［
町
長
］�

今
後
も
敏
速
か

つ
適
切
な
対
策

を
検
討

［
町
長
］�

富
山
地
区
の
実
情
把
握
に
努

め
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
て

い
る
要
因
や
さ
ら
な
る
ニ
ー

ズ
の
検
証
を
深
め
て
い
く

［
町
長
］�

他
に
町
が
所
有

す
る
バ
ス
で
対

応
す
る
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・町の「新 10 年計画」への町民の参加
・激甚化する自然災害への防災力の強化
・再生可能エネルギーによる地域活性化
について、課題と改善策を問う

小玉 秀行 議員

答
9
月
末
に
確
定
予
定
。
10

月
中
に
Ｈ
Ｐ
、
広
報
紙
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
周
知
す
る
。

問
地
域
新
電
力「
大
隅
半
島
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
再
エ
ネ
利

用
を
町
民
・
企
業
へ
ど
う
周
知
す
る
か
。

答
同
社
は
公
共
施
設
へ
の
供
給

や
寄
付
で
町
に
貢
献
し
て
い

る
。
広
報
等
で
利
用
促
進
の
案
内
を

進
め
る
。

問
Ｅ
Ｖ
・
Ｖ※

２
Ｈ
・
太
陽
光
＋
蓄

電
池
な
ど
、
町
独
自
補
助
金

の
創
設
は
可
能
か
。

答
重
要
性
は
認
識
。
ま
ず
国
の

補
助
制
度
を
丁
寧
に
案
内
し
、

財
源
や
他
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え

導
入
を
研
究
す
る
。

問
森
林
資
源
と
再
エ
ネ
を
組
み

合
わ
せ
た
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
タ
ウ
ン
肝
付
」
構
想
で
企
業
誘

致
を
図
れ
な
い
か
。

答
再
エ
ネ
活
用
を
掲
げ
る
企
業

も
多
く
、
町
の
強
み
を
生
か

し
た
戦
略
は
有
効
で
あ
る
。
今
後
、

再
エ
ネ
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
を
通
じ

て
、
企
業
誘
致
の

可
能
性
を
探
っ
て

い
く
。

地
域
新
電
力
の
活
用
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化

［
町
長
］
広
報
周
知
、
補
助
制
度
や
誘
致
策
を
検
討

問
「
第
3
次
総
合
振
興
計
画
」

案
の
町
民
へ
の
意
見
公
募

で
意
見
提
出
が
1
名
の
み
だ
っ

た
。
周
知
が
Ｈ
Ｐ
と
振
興
会
回
覧

の
み
で
、
他
の
手
段
が
使
わ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
。

答
他
の
広
報
媒
体
の
活
用
に

至
ら
な
か
っ
た
。
よ
り
多

く
の
意
見
を
得
る
た
め
、
今
後
は

周
知
手
段
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

問
閲
覧
場
所
が
役
場
2
階
印

刷
室
で
環
境
が
悪
か
っ
た
。

1
階
ロ
ビ
ー
へ
の
変
更
と
、
100

ペ
ー
ジ
超
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

要
約
版
作
成
で
き
な
い
か
。

答
閲
覧
環
境
は
十
分
で
な

か
っ
た
。
閲
覧
室
を
1
階

ロ
ビ
ー
等
に
設
置
し
、
要
約
版
の

作
成
に
も
取
り
組
む
。

問
第
3
次
計
画
の
最
終
版
の

公
開
時
期
と
方
法
は
。

答
全
戸
配
布
後
、
振
興
会
長

連
絡
協
議
会
等
を
通
じ
、

自
主
防
災
組
織
で
防
災
マ
ッ
プ
を

活
用
し
た
話
し
合
い
を
促
す
。

問
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
7

名
で
不
足
し
て
い
る
。
育

成
計
画
と
防
災
危
機
管
理
官
と
の

連
携
は
。

答
第
3
次
計
画
の
5
年
間
で

10
名
増
（
計
17
名
以
上
）

を
目
標
と
す
る
。
新
規
受
講
を
促

し
、
防
災
危
機
管
理
官
が
訓
練
企

画
や
助
言
を
行
い
連
携
し
て
地
域

防
災
力
を
高
め
る
。

問
全
9
地
区
の
防
災
計
画
の

う
ち
1
地
区
（
国
見
地
区
）

が
未
完
了
。
い
つ
完
成
す
る
か
。

答
未
着
手
の
1
地
区
は
早
急

に
着
手
し
、
完
成
さ
せ
る
。

問
計
画
は
作
成
後
の
周
知
が

重
要
。
防
災
マ
ッ
プ
を
活

用
し
た
普
及
を
ど
う
進
め
る
か
。

「
肝
付
町
新
10
年
計

画
」
の
公
募
と
公
開

激
甚
災
害
に
備
え
て

の
防
災
対
策

［
町
長
］�

周
知
不
足
を
認

識
し
、
手
段
を

拡
充
す
る

［
町
長
］�
全
地
域
の
早
期
完
了
、

普
及
も
強
化
す
る

▲閲覧室
▲ �肝付町総合
振興計画

▲ �電力の
　地産地消

▲肝付町防災マップ

一
般
質
問

※�

Ｖ
２
Ｈ�

…
車
か
ら
家
へ
の
給
電
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確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
経
費

削
減
に
も
取
り
組
み
経
営
改
善

を
進
め
て
い
く
。

問
病
床
数
を
減
ら
す
と
収
支

状
況
も
改
善
が
見
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
病
床
数
や
職
員
数
を
減
ら

す
こ
と
で
施
設
基
準
や
診

療
体
制
に
影
響
す
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
繰
入
金
の
影
響
に
関

し
て
は
経
費
な
ど
を
具
体
的
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

問
人
口
減
少
の
中
、
医
療
介

護
分
野
で
の
需
要
に
見
合

う
対
応
も
必
要
に
な
る
。
在
り

方
検
討
委
員
会
は
い
つ
設
置
す

る
の
か
。
検
討
課
題
は
議
会
へ

も
報
告
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
設
置
し
て
い
く
中
で
検
討

し
て
い
く
。
時
期
に
つ
い

て
は
令
和
８
年
度
中
を
考
え
て

い
る
。

問
病
院
の
在
り
方
検
討
委
員

会
は
設
置
さ
れ
た
か
。

答
現
時
点
で
は
設
置
し
て
い
な

い
。
設
立
に
向
け
準
備
中
。

問
昨
年
の
質
問
後
、
10
ヶ
月

経
っ
て
い
る
。
な
ぜ
出
来

な
か
っ
た
か
。

答
病
院
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
庁
舎
及
び
病
院
の

内
部
で
検
討
を
行
い
な
が
ら
設
置

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

早
期
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
認
識
し
て
お
り
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
病
院
の
将
来
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰

入
金
が
あ
る
が
、
財
源
に

対
し
て
の
危
機
意
識
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。
強
化
プ
ラ
ン

に
対
し
て
の
改
善
策
は
講
じ
て

い
る
か
。

答
早
急
に
改
善
す
べ
き
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
患
者

答
第
５・
６
肝
付
地
区
は
進

捗
率
は
45
・
5
％
で
令
和

11
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し

て
い
る
。
第
４
肝
付
地
区
は
令

和
７
年
度
末
36
・
4
％
で
令
和

11
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。問

一
番
待
ち
望
ま
れ
る
農
道

整
備
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま

る
の
か
。
又
、
給
水
栓
設
置
の
同

意
は
ど
う
か
。

答
第
４
肝
付
地
区
農
道
整
備

に
関
す
る
計
画
説
明
会
を

開
催
す
る
計
画
。
令
和
９
年
度

か
ら
の
着
工
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
く
。
第
５・
６
肝
付
地

区
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
着
手

し
て
い
る
が
進
捗
率
は
13
％
。

給
水
栓
設
置
は
重
要
な
工
程
。

事
業
期
間
中
で
あ
れ
ば
受
益
者

の
負
担
が
な
い
事
を
説
明
し
な

が
ら
同
意
取
得
に
努
め
て
い
く
。

柳 一夫 議員
町立病院患者が駆け込む所を持続可能とする
ために早急に在り方検討委員会を設立すべき。
又、畑かん事業農道整備が待たれるが開始は
いつ頃か。

在
り
方
検
討
委
員
会
を
、
早
く
に
設
置
す
べ
き

［
町
長
］
令
和
８
年
度
中
に
設
置
し
て
ゆ
く

畑
か
ん
事
業
農
道
整

備
が
待
た
れ
る
が

［
町
長
］�

第
４
肝
付
地
区
令
和

９
年
度
着
工
予
定

▲肝付町立病院

◎�
町
立
病
院
に
つ
い
て

◎�
畑
か
ん
工
事
に
つ
い
て

問
長
い
年
月
の
工
事
だ
が
第

４
、
第
５・６
肝
付
地
区
の

進
捗
状
況
は
ど
の
位
か
。

一
般
質
問
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　令和８年９月3日・４日・７日・８日・17日に決算審査特別委員会が行われました。
付託事件
　・認定第１号　令和７年度肝付町一般会計歳入歳出決算認定について
　・認定第２号　�令和７年度肝付町特別会計国民健康保険事業費事業勘定歳入歳出決算

認定について
　・認定第３号　�令和７年度肝付町特別会計後期高齢者医療費事業勘定歳入歳出決算認

定について
　・認定第４号　�令和７年度肝付町特別会計介護保険事業費保険事業勘定歳入歳出決算

認定について
　・認定第５号　�令和７年度肝付町特別会計介護保険事業費介護サービス事業勘定歳入

歳出決算認定について
　・認定第６号　令和７年度肝付町水道事業会計決算認定について
　・認定第７号　令和７年度肝付町立病院事業会計決算認定について
審査意見：総括
　令和 7年度の各会計決算については、全体として適正に執行されたものと認め、委員
会は全会一致で認定しました。一方で、町立病院の経営改革、将来負担を踏まえた財政
規律の維持、事業成果を重視した予算執行を重要課題として位置付け、次年度予算や今
後の町政運営に確実に反映するよう執行部に求めました。町は、各事業の成果と課題を
的確に検証し、限られた財源を有効に活用することで、町民生活の維持・向上につなが
る行政運営を一層推進していくことが求められます。

決算審査特別委員会審査報告
財源の適正管理と重点施策への効果的転用を

●一般会計における不用額の削減と財源の有効活用を求める
　１．予算見積りの適正化と不用額の削減
　　�　令和 7年度決算において約 3億 800万円に上る多額の不用額が生じたこ
とを重く受け止め、事業計画の変更や予算の余剰が見込まれる場合は、年度
途中であっても適切に減額調整を行い、貴重な財源が使われないまま停滞す
る事態を防ぐこと。

　２．補正予算による機動的な財源の再配分
　　�　計画変更等で不用となった財源は、補正予算を活用して速やかに整理し、
真に優先度の高い施策へ機動的に再配分できる体制を整えること。

●町立病院の経営改革と持続可能な医療体制を求める
　１．「あり方検討委員会」の速やかな具体化と経営改革の着手
　　�　専門的かつ客観的な視点を取り入れた「あり方検討委員会」の設置を速や
かに具体化し、一日も早い構造的赤字の解消に向けた抜本的な経営改革に着
手すること。

　２．持続可能な地域医療提供体制の構築
　　�　医療の質と安全を確保しつつ、適正な人員配置や収支構造の見直しを行
い、将来にわたり町民が安心して利用できる持続可能な医療体制を確立する
こと。

【決算認定に関する附帯決議】

委
員
会
報
告
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審査の内容（質疑応答・意見）　※抜粋
【財政運営・まちづくり・産業振興】
財政運営について
Ｑ：�多くの課題を抱える中、リーディングプロジェクト費が活用されていない理由は。
Ａ：�政策調整会議において必要性が認められた、緊急的に取り組む必要がある事業へ
の活用を想定しています。今後、町の課題解決に向けて活用を図ります。

Ｑ：�基金はどのように管理されているか。
Ａ：�基金総額は約 62億円です。取り崩す予定のない基金については、国債など安全
性を確保したものに運用しています。また、財政調整基金を減少させないよう慎
重な管理に努めています。

移住・定住対策について
Ｑ：�岸良地区のお試し住宅設置の要望があるが、実現していない理由は。
Ａ：�まず内之浦地区への設置を優先し、設置後の利用者受け入れを行う職員体制につ
いても検討が必要です。

Ｑ：�地域おこし協力隊の募集状況は。
Ａ：�委託による募集で 7件の応募がありましたが、最終的な採用には至りませんでし
た。今後は業務内容をより具体的に示した募集も検討します。

ふるさと納税について
Ｑ：�ふるさと納税の人気の返礼品は。
Ａ：�農産物では、パッションフルーツ、
なつほのか、不

し ら ぬ い

知火が上位となっ
ています。

農林水産業について
Ｑ：�猟友会の高齢化が進んでいるが、狩猟免許取得者を増やす対策は。
Ａ：�補助金制度により、少しずつ希望者が増えています。今後も猟友会と連携して取
り組みます。

Ｑ：�有害鳥獣対策として導入した電気柵等の効果は。
Ａ：�7 地区で約 24,637 ｍを導入しています。導入農家から「被害がなくなった」と
の声もあり、効果は大きいと考えています。

【福祉・健康・住民生活】
高齢者福祉について
Ｑ：�高齢者 ICT見守り用具の利用がない理由は。
Ａ：�スマートフォンの普及や地域サロンの充実などにより、触れ合いの場が増えたこ
とが要因と考えています。また、緊急通報体制整備事業もあり、ICT機器の利
用が減少しています。

Ｑ：�福祉タクシーの助成内容は。
Ａ：�1 回 500 円、年間 50回を上限として助成しています。
Ｑ：�おおすみ地域成年後見センターを設置した効果は。
Ａ：�年間約 30件程度の相談があります。

健康・子育て支援について
Ｑ：�妊婦への支援内容は。
Ａ：�妊娠時に5万円、出産後に5万円を交付するとともに、妊婦・産後の相談支援を行っ
ています。

▲パッションフルーツ ▲不
し ら ぬ い

知火▲なつほのか
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Ｑ：�胃がん検診など各種がん検診の受診率が低いが、向上策は。
Ａ：�個人の都合に合わせて予約できる方式に変更しました。周知を行い、受診率向上
につなげます。

Ｑ：�狂犬病予防接種の状況と今後の対策は。
Ａ：�登録犬 720 頭のうち 492 頭が接種しています。今後も周知・広報を徹底し、接
種率向上に取り組みます。

水道事業について
Ｑ：�水道の有収率が 100％にならない理由は。
Ａ：�漏水や消防用水の利用などが要因ですが、最大の原因は漏水です。老朽管の計画
的な更新や新しい技術の活用により、有収率 90％を目標に改善を図ります。

【教育・公共施設・デジタル化】　
教育について
Ｑ：�山村留学の今後の取り組みは。
Ａ：�単なる募集だけでなく、転居などの課題も含め、長期的な視野で協議会において
検討します。

Ｑ：�奨学金制度の利用が少ないが、制度の見直しは。
Ａ：�令和 7年度の申込者・貸付者はともに 1名でした。貸付額の見直しや申請期間
の延長など、利用しやすい制度にする方向で検討してゆきます。

公共施設について
Ｑ：�准看学校跡地の活用は。
Ａ：�複数の利用希望や活用案があります。今年度中に活用方針を定める予定です。

公園・道路等について
Ｑ：�公園のトイレ修繕を今後どのように進めるか。
Ａ：�都市公園内のトイレについて、計画的に順次修繕を行います。令和 7年度は、鉄
道記念公園のトイレ改修を行いました。

デジタル化について
Ｑ：�町内の光回線契約者数と光ファイバー網の今後について。
Ａ：�・3,196 件、約 8,000 世帯です。
　　・通常保守約 1,554 万円、特別保守約 1,093 万円をNTTに委託しています。
　　・現在、光ファイバー網のNTTへの譲渡について協議を開始しています。
【町立病院と今後の町政について】　
町立病院の経営状況
Ｑ：�町立病院の今年度末の累積赤字は。
Ａ：�約 3億円です。
Ｑ：�入院収益が大幅に減少した理由と病床利用率は。
Ａ：�外来患者は増加しましたが、専門外のため入院できなかったケースや入院期間の
減少などにより、入院患者が減少したと考えています。令和７年度の病床稼働率
は 52.5％、手術件数は 63件でした。

Ｑ：�多額の法定外繰入が行われているが、今後の経営改善をどう考えるか。
Ａ：�多額の法定外繰入は町財政にも大きな影響を及ぼすと認識しています。現在、病
院のあり方を含めた議論を進めています。診療科は内科、外科、眼科、整形、放
射線科です。地域企業との連携についても検討します。理学療法士 2名と相談員
1名を増員し、リハビリの充実などを図っています。
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　 所管事務調査報告書所管事務調査報告書所管事務調査報告書所管事務調査報告書
総務・文教委員会

陳情第 3号：�公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安
全確保を求める陳情について

１．検討経過
　　�　委員会は令和8年6月8日〜8月18日に計4回の調査を実施しました。この間、
教育委員会への詳細なヒアリングを行い、町内の小・中・義務教育学校を対象に、
平和教育の運営状況、安全管理、保護者説明、記録管理、教職員の負担軽減を
網羅的に検証しました。

２．調査内容の概要
　�　１）平和教育の政治的中立性
　　　　・学習指導要領に基づき客観的事実をもとに実施
　　　　・副教材・外部講師は学校管理職と教育委員会が事前審査
　　　　・偏りが生じた際の即時是正・指導手順を整備済み
　　２）校外学習の安全管理体制
　　　　・事前説明会で行程・保険・緊急連絡体制を丁寧に周知
　　　　・危機管理マニュアル改定、下見実施、気象判断の基準化
　　　　・複数教員の配置と、事後評価による改善サイクルの確立
　　３）記録管理・旅行業者の安全確認
　　　　・計画書・報告書は規定に基づき原則5年間適正保存
　　　　・旅行業者の登録許可証・賠償保険・危機管理体制を事前照会
　　４）教職員の負担軽減と課題
　　　　・宿泊行事の曜日配慮により代替休日取得を徹底
　　　　・過去3年分の遡及調査は学校現場に過度な事務負担を強いる懸念
３．検討結果
　　�　町内学校現場において、「政治的中立性」「安全管理」の両面で十分な体制が整
備・運用されていることを確認しました。

　　�　一方で、陳情が求める追加調査は既存計画を大きく超え、過度な事務負担を強
いることが判明しました。

委員会判断の最終結論：全会一致で不採択
４．不採択とした理由
　・中立性の担保：授業・副教材・講師選定は適切で中立性が確保されている
　・安全体制の確立：マニュアル・下見・複数教員引率など十分に整備済み
　・改善サイクルの存在：保護者説明や事後評価による改善が継続されている
　・教育活動の萎縮懸念：詳細調査は現場に膨大な事務を課し授業等を圧迫する
　・国県指針への適合：現行体制は基準に沿っており追加規制の必要性がない
５．総括（委員会の所見）
　　�　国・県の基準に沿った厳格な体制が確立されています。過度な規制で現場を萎縮

させるのではなく、学校と教育委員会が主体的に改善できる環境の確保が肝要です。
　　　今後も保護者への丁寧な情報提供と信頼構築を継続します。

委
員
会
報
告
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委
員
会
報
告

　　 所管事務調査報告書所管事務調査報告書所管事務調査報告書所管事務調査報告書
産業・福祉委員会

１．調査を実施した事件
　畜産・農業環境の保全及び指導について

２．調査実施日時
　　令和8年 7月13日（月）

３．現地を調査して分かったこと
今回の調査では、主に次の2点を確認しました。
①養豚場周辺
　�　調査当日は異臭は確認されず、提出された水質検査結果も、確認した各項目で排水基準の範
囲内でした。
②農道・畦畔周辺
　�　草刈り後の大量の刈草が農道や側溝に残されている状況を確認し、維持管理の負担や今後の
支援のあり方が課題として見えてきました。

●なぜ調査したのか
　議会モニターから、「養豚場周辺の側溝からの異臭」と「畑地周辺の農道や畦畔における草刈り
後の刈草放置」について意見が寄せられました。
　農業・畜産業は本町を支える重要な基幹産業です。一方、周辺住民の生活環境を守ることも欠
かすことはできません。
　そこで本委員会では、双方を両立させる観点から議会モニターへの聞き取りを行い、畜産課、
農業振興課、農業委員会とともに前田地区の現地調査を実施しました。
① 養豚場周辺
　異臭は確認されず、水質検査も基準内
　養豚場付近の側溝や排水路を調査しましたが、調査当日は異臭は確認されませんでした。
　また、提出された水質検査結果では、※BOD、※COD、浮遊物質量、窒素含有量など、確認し
た各項目はいずれも肝属川流域の上乗せ排水基準及び国の排水基準の範囲内でした。
　ただし、悪臭などに対する住民の不安があることも事実です。
　今後も継続して状況を確認するとともに、調査結果や管理状況を住民へ分かりやすく伝えてい
くことが必要です。
② 農道・畦畔
　刈草の放置を確認　維持管理の負担も課題
　畑地周辺では、草刈り後の大量の刈草が農道や側溝に残されている状況を確認しました。
　刈草が排水口を塞ぐおそれがあるほか、通行の妨げ、害虫、景観への影響なども懸念されます。
　農道や畦畔などは原則として受益者による管理となっています。しかし、農業者の高齢化や人
手不足が進む中、個人による維持管理の負担は大きくなっています。
　管理について周知・指導するだけでなく、スライドモアなど除草作業を省力化する機械の導入
について、補助制度の拡充を含めた支援策を検討する必要があります。

４．現場を見て、次の対策へ
　今回の調査を通じて改めて見えてきたのは、「住民の生活環境を守ること」と「農業・畜産業を
持続させること」を、どちらか一方ではなく両立させていく必要があるということです。
　本委員会では、今回確認した課題が今後どのように改善されていくのか、行政の対応や取組状
況および、進捗状況を継続して注視していく必要があります。

現地調査のようす

※BOD…生物化学的酸素要求量　　※COD…化学的酸素要求量

「生活環境」と「農畜産業」両立を！「生活環境」と「農畜産業」両立を！
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議
員
の
活
動

令和 8 年 12 月定例会　会期日程（案）
月 火 水 木 金

30 1 2 3 4
定例会（初日）

7
常任委員会

8
常任委員会

9
常任委員会

10 11

14
定例会（一般質問）

15
定例会（一般質問）

16 17 18
定例会（最終日）

※日程は都合により変更する場合があります。   

【随時募集】議員が伺います！意見交換会・報告会
　町議会では、皆様の声を町政に反映させるため、各種団体・振興会・NPO等の集まりへ議員がお伺
いする意見交換会・報告会の開催希望を募集しています。
⃝対象：町内で活動する団体・グループ・振興会等（政治・宗教・営利目的を除く）
⃝日時・場所：ご希望に合わせて調整します。
⃝申込方法：議会事務局へお電話またはメールよりお申し込みください。
【問合せ】肝付町議会事務局（☎65-8431　mail：gikai@town.kimotsuki.lg.jp）

随時受付中

傍聴者との意見交換会を実施
　９月25日（金）議会終了後、傍聴者との意見交換会が役場３階の委員会室で行われました。全議員
と傍聴者が集まり、９月議会や決算審査特別委員会を振り返りました。
　下記は、意見交換会時の意見になります。（一部を掲載しています。）
⃝決算審査特別委員会の附帯決議の内容を評価したい。12名中５名が新たに選ばれた中での特別委員
会が新鮮であった。決算に係る議員の役割を果たされた各新人議員に敬意を示す。

⃝先日、内之浦の総合運動場に JAXAの新しいアンテナを設置することに関する説明会に参加した。今
後６年間の予定で工事が行われるとのこと。今後多くの工事関係
者が来町される。内之浦地区は多くのポテンシャルを秘めている。
交流人口拡大に向けた施策が必要。

⃝大隅地域５町の議会において議員発議等で非核三原則に関する意
見書が採択される見込みである。国や県の動向にも目を向けて議
員活動を行ってほしい。

今月発行号の表紙絵
　今号の表紙には、高山小２年生の有

あり

村
むら

瑛
えい

仁
と

さんの作品を掲載しました。また、高山小の児童の皆さんから
お寄せいただいた素敵な作品もあわせてご紹介します。

高山小1年　小
お
川
がわ
 天
てん
晴
せい
さん

「うでをのばしてがんばるぞ」 高山小3年
福
ふく
元
もと
 惺
せい
哉
や
さん

「リコーダーをふいたよ」

高山小4年
萩
はぎ
原
はら
 夢
ゆ
莉
り
亜
あ
さん

「木きんを楽しむ友達」

高山小5年　河
こう
野
の
 心
きよ
翔
と
さん

「四十九所神社」
高山小6年　黒

くろ
木
き
 崇
たか
弘
ひろ
さん

「田の神さァ」
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「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」
水道事業について。日本列島自然災害報道が、
毎日の昨今、我が町も全国でも水は地球上にな
くてはならない。生命に必須。この事業は老朽
化対策が最大の必要であると思うがいかがか？

行政の監督機関という
のみを強調するような
質問が多い中で、両輪
の車でなければならな
いという本質をわきま
え提案型の姿勢がとて
もよかった。

傍聴の続きをユー
チューブで見た。
その時の視聴回数
が1045回で高評
価だと思う。

傍聴者の数　延べ人数　40 名
９月定例会

９月	 2日/	 3名	 ９月	17日/	19名
９月	18日/	11名	 ９月	25日/	 7名（ ）

※�議会中の傍聴意見を掲載しました。

今は集約をする時代。肝付町と
しての公益を考えるべき。
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町立病院について、もう少し財政
運営の危機感を持つべきだ。


